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温暖化による我が国の農業への想定される影響

○これまでに確認された高温障害等の被害発生状況

● 水稲
◇登熟期高温による登熟不良、品質

 低下（白未熟粒、胴割粒の発生）
◇虫害の発生（斑点米カメムシ類の

 多発）

●

 
麦・豆類等

◇冬期～春先の気温上昇に伴い生

 育が早期化した後での低温・遅霜

 による凍霜害の発生
◇登熟期間の短縮による登熟不良

 及び収量・品質の低下

● 果樹
◇着色不良、浮皮症、休眠覚醒遅延
◇萌芽の早期化による凍霜害



研究事例１

●簡易なモデルによる水稲潜在収量の予測
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研究事例２
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水稲生育・収量モデル（水稲生育・収量モデル（PRYSBIPRYSBI）の概要）の概要

(Horie et al., 1995; Iizumi et al., 2009)
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Posterior mean±1σ

(Iizumi et al. 2009, Agric For Meteorol)

作物モデルパラメータ値の事後分布（青森県）
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予測された収量低下が1990’s最大の

収量低下を上回る確率
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(Iizumi et al., submitted)



影響評価モデルの概要（水稲生育・収量予測）

※ イネ生理プロセスに基づく機構的モデルの導入

モデルのフロー

開放系大気CO2増加実験

 

（つくばみらい市）
（Free Air CO2 Enrichment，FACE) 

● 高CO2環境下の温度ストレスの影響

●

 
適応のための品種特性の解明、等

⇒

 
最新の知見をモデルに反映
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気候モデル出力値の利用と注意点

●近年の夏季高温発生状況

 

（積算最高気温：≧35℃）
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●コシヒカリ推定出穂期と日最高気温（関東地域）

●作物モデル駆動に必要な要素
◎気温（平均・最高・最低）
◎全天日射量
◎相対湿度（比湿、露点温度）
◎風速
○降水量

●時空間解像度
時間：

 
日

空間：

 
1km（三次メッシュ

 
地方）

10km（二次メッシュ

 
全国）

◆利用における注意点
◎吸収日射ー光合成プロセス

日射バイアスが収量に直接影響
⇒適切なバイアス補正

◎生育ステージ予測
気温変化の季節特性に大きく依存

⇒多数のアンサンブルメンバによるシミュ

 レーションが必要
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